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石垣修復について 

資料２ 



報 告 内 容 

１．石垣修復詳細検討 
 
２．地質調査結果概要報告 
 
３．石垣解体修復範囲 
 
４. 解体調査の実施要領 
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1. 石垣修復詳細検討 （3） 

石垣修復方法の設計 石垣調査 

修復 



2. 地質調査結果概要報告 （4） 

現在の調査状況 

  ①H26Bo2・4（試験孔）・5完了 

  ②H26Bo1・3未調査（仮設工事にあわせて実施予定） 

 

                調査位置図   



 解析断面①地質想定図 （5） 

地盤特性 

  ①現況盛土材は、砂質土主体でN値=5～10程度である。強度特性は内部摩擦角φ=33～35°粘着力C=0KN/㎡  

   湿潤密度γ=18KN/ｍ3 で盛土材としては普通土に相当する。 

   ②石垣基礎地盤は粘性土層（盛土層？）及び砂質土層でN値5～10程度である。大きな地耐力は期待できないが 

    現況石垣は土台木基礎や十分な根入れ効果により支持されているものと想定される。 



 解析断面②地質想定図 （6） 



 解析断面③地質想定図 （7） 



 解析断面④地質想定図 （8） 



3. 石垣解体修復範囲 （9） 

               解体修復範囲平面図   

一部区間で築造当時の
のり勾配で復元 

天守台石垣に掘削
が及ばないよう最小
限の解体範囲とする。
ただし、石材の劣化
の著しい範囲を網羅

する。 



               解体修復範囲立面図（写真）   （10) 



（11）                解体修復範囲横断面図   

掘削勾配N=1:0.6：（掘削後放置期間が

長期であり、砂質土の場合の最緩勾配
を適用）。 

小段幅：石垣背面盛土の施工性を考慮
し3.0ｍ程度とする。 

   



（12）                解体修復範囲横断面図   



（13）                解体修復掘削範囲図   



4. 石垣解体実施要領 （14） 

石垣解体実施要領（案）：唐津城石垣再築事業HP引用   

一部調査済 



（15） 石垣解体実施要領（案）：唐津城石垣再築事業HP引用   

事前調査により立面図作成済 
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石垣解体実施要領（案）：唐津城石垣再築事業HP引用   



（17） 
石垣解体実施要領（案）：唐津城石垣再築事業HP引用   


